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職場の労働安全衛生について



• 労働災害や職業性疾病（以下「労働災害等」という。）の発生は、本人の

みならず、本人の家族や職場にも大きな影響を及ぼすものです。

• それだけに、職員の安全と健康の確保は職場の最重要課題となっており、

様々な法律で労働災害の防止のための基準や管理体制、健康診断、講習の

受講・資格取得の義務などが定められています。

• 働く上で、「労働災害に遭わない、起こさない」ための注意事項について

しっかり学習し、実践することが必要です。

＝ 労働安全衛生に関する具体的法令等 ＝

労働安全衛生法、労働安全衛生規則、特定化学物質障害予防規則、有機溶剤中毒予防規則、
クレーン等安全規則などがあり、職場における労働者の安全と健康を確保するとともに、快
適な職場環境の形成と促進を目的として多くの法律・規則等が定められています。

なお、これらの法律等が適正に実施されるために、事業者に対する罰則(懲役・罰金刑)や
労働者に対する安全措置の遵守義務も定められています。

はじめに



労働災害はどうして起こるのか

１．労働災害の種類

労働災害

労働者が業務上負傷し、又は疾病にかかった場合、

障害が残った場合、死亡した場合

労働者が就業に関し、住居と就業の場所との間を

合理的な経路及び方法により往復する際に、負傷、

疾病、障害又は死亡した場合

業務上災害

通勤災害

継続した業務の遂行によって発病した疾病職業性疾病

事故によって発病した疾病災害性疾病



２．労働災害発生のメカニズム

作業場の何らかの「不安全状態」と作業者の「不安全行動」が接触し、労働災

害が発生します。

また、直接的原因である「不安全状態」と「不安全行動」だけでなく、これら

につながる「災害要因」も間接的原因として関わっています。

災害要因

不安全状態

不安全行動

労働災害

開口部に養生がされていない 歩きスマホ

墜落



３．発生原因の分類

不安全状態 とは･･･

・物自体の欠陥（老朽化、使用限界、故障の未修理など）

・防護措置・安全装置の欠陥（無防備、防護不十分、区間・表示の欠陥）

・物の置き方、作業場所の欠陥（物の置き方の不適切、物の積み方・たてかけ方の欠陥）

・作業環境の欠陥（換気の欠陥など）

・部外的・自然的不安全な状態（交通の危険、自然の危険）

・作業方法の欠陥（不適当な機械・装置の使用、不適当な工具・用具の使用、作業手順の誤り、技術的・肉体的な

無理）

不安全行動 とは･･･

・防護・安全装置を無効にする（安全装置を無効にする）

・安全措置の不履行（機械・装置を不意に動かす、合図・確認なしに車を動かす）

・不安全な放置（機械等を不安全な状態にしたまま放置する、工具等を不安全な場所に置く）

・危険な状態を作る（荷等の積み過ぎ、組合わせては危険なものを混ぜる）

・機械・装置等の指定外の使用（機機・装置等を指定外の方法で使う、不安全な速さで動かす）

・保護具、服装の欠陥（保護具を使わない、保護具の選択・使用方法の誤り、不安全な服装）

・危険場所への接近（動いている機械・装置等に接近し又は触れる、確認なしに崩れやすい物に乗り又は触れる）



① 人間的要因（ヒューマンエラー）

・作業者の心理的要因（無意識行動、錯覚、危険感覚の欠除、忘却、憶測判断、

考えごと）

・作業者の生理的要因（疲労、睡眠不足、アルコール、身体機能の低下）

・職場の要因（職場の人間関係、コミュニケーション、チームワーク、監督者

のリーダーシップ）

② 設備的要因

（設計上の欠陥、危険防護の不良、点検整備不足）

③ 作業的要因

（打合せ・連絡・指示内容の不適切、作業方法の不適切、作業空間の不良、

作業姿勢・作業動作の欠陥、作業環境の不良など）

④ 管理的要因

（管理組織の欠陥、部下に対する監督・指導不足、マニュアル類の不備・不

徹底、適性配置の不十分、健康管理の不良、教育・訓練の不足など）

４．災害要因の分類



【ヒューマンエラーの代表例】

合図の見間違い、指示の聞き違い、
ど忘れ・思い込みによる行動

これくらいは大丈夫・平気
との危険軽視による行動

瞬間的に注意が一点に集中し、
周りが見えなくなる行動

面倒な手続きを省略したい、
楽に仕事をしたいとの気持ち

による行動

仕事の処理が第一で、
安全は二の次との
職場意識による行動

集団欠陥近道・省略行動無意識行動



家畜改良センターにおける労働災害の特徴

作業方法の欠陥, 
62.5%

保護具・服装等の

欠陥, 11.9%

作業環境の

欠陥, 2.4%

物自体の欠陥, 
1.8% その他, 22.0%

作業手順の誤り, 29.5%

安全の不確認, 24.8%

物の支え方の誤り, 
9.5%

技術的、肉体的な無理,  
8%

不適当な工具、用具

の使用, 5.7%

物の押し方、引き方

の誤り, 4.8%

物のつかみ方が確実

でない, 3.8%

運転の失敗, 3.8%

不適当な機械、装置の

使用, 1.9%
荷などの持ちすぎ, 1.0%

上り方、下り方の誤り, 1.0%

その他, 5.7%

※H29～R3年度実績
※主たる原因で分類

災害原因別割合 作業方法の欠陥の内訳



※ 交通安全について
・法定スピード・法定ルールを守る。
・飲酒・酒気帯び運転はしない。
・仕事に私用車は使わない。

自分の体は自分で守る自覚を持ち、決められた事をしっかり守る！

● 不安全行動をとらない

・作業手順を遵守する（手順の省略、飛ばしをしない）

・安全確認を徹底する（指差呼称確認、合図の徹底）

● 不安全状態をつくらない

・整理整頓（通路にものを置かない）

・不安全な状態で放置しない（故障したまま放置しない）

・危険性又は有害性のあるものに接近しない（回転部に手を入れない）

● 作業に合った保護具を正しく装着する

・ヘルメットはあごひもを締め、保護衣の袖口を締める

・標準使用期間を過ぎたもの、破損したものは交換する

労働災害防止のポイント①

事故を誘発するような行為はしない。



● 設備の改修や安全装置の設置を行い、安全管理を徹底しても、ヒューマンエラー
をゼロにすることは容易ではありません。

● 事故が起こったときに、身体と命を守ってくれる最後の砦が 保護具 です。

保護具を着用しないと･･･

・大事故につながる（死亡や後遺症など）

・安衛法で保護具着用が義務付けられている作業の場合は・・・

事業者（作業を指示した管理監督者を含む）は ６月以下の懲役又は50万円以下の罰金

労働者も着用指示に従わない場合は同様の処分を受けることがある

・安衛法での義務付けがない作業の場合でも・・・

家畜改良センター保護具措置規則違反により、矯正又は懲戒措置の対象となる

また、人事評価においても厳しい評価を受ける

・死亡・ケガ等を負った場合、事業者は民事責任（損害賠償）を問われる場合がある

・労働者は、労働者の過失（労働者の不安全行動）により賠償額が減額されることがある

（過失相殺・過去５割減額の判例あり）

作業時は、必ず保護具を着用しましょう！

労働災害防止のポイント②



保護具の種類と作業の服装

保護帽（ヘルメット）
・ 墜落時保護用
・ 飛来・落下物用
・ 電気用兼用

防塵・防毒マスク
・ 防塵用（粉じんミスト）
・防毒用（有毒ガス）
・ 衛生用（ウイルス）

保護手袋
・ 切創防止用
・耐熱・低温用
・ 耐薬品・耐油用

耳栓、耳覆い
・ 騒音による聴力障害
の防止用
・防寒用

安全帯
・ 墜落、転落防止用
（高さ2m 以上の高所作業）

保護メガネ
・ 飛来物防止用
・粉じん防止用
・液体飛まつ防止用

安全靴
・ 重作業用
・ 普通作業用
（重量物落下・踏抜き防止）

保護衣
・ 皮膚の傷害防止用
・ 帯電、火傷防止用
（袖口や裾が締まったもの）

※作業内容により装着しなければならない保護具が
法令等で定められています。
作業に合った保護具を装着し、労働災害から身体
を守りましょう。



直属上司に報告

病院を受診

直属上司又は

総務課に報告

労働災害が起こったら

⚫労働災害であることを伝える。

⚫傷病名・傷病の程度（加療見込み期間）を聞く。

⚫診断書をもらう。

⚫労働災害の内容（概要）
①いつ、②だれが、③何を、④どうして、⑤どうなったか

⚫ケガの程度
①意識があるか、②負傷部位はどこか、③出血はあるか

⚫労働災害の原因を報告する。（再発防止につなげる。）

⚫傷病名・傷病の程度（加療見込み期間）を報告する。

⚫加療に努める。

直ちに救急車を要請！

救急要請までは必要ない場合

重傷であることが明らかな場合

意識がない、ぐったりしている、痙攣が止まらない、
出血が多い、強い吐き気、呼吸が困難、など

現認者（発見者）が速やかに救急要請を行ってください。
119番通報をすると、住所、被災者の状態、怪我の程度、年齢、性別、通報者
の氏名、連絡先等を聞かれます。落ち着いて正確な情報を伝えてください。



こころの健康について

過重労働による健康障害

長期間にわたる過重な労働は疲労の蓄
積をもたらす最も重要な要因と考えられ、
さらには、脳・心臓疾患の発症との関連
性が強まる（時間外・休日労働が月45時
間を超えて長くなるほど、業務と脳・心
臓疾患の発症との関連性が強まる）との
医学的知見が得られています。

ストレスによる健康障害

近年、社会・産業構造の急激な変化す
る中で、仕事や職業生活に関する強い不
安、悩み、ストレス等を感じている労働
者の割合が高くなっています。
業務による心理的負荷を原因として精

神障害を発症し、あるいは自殺したとし
て労災認定が行われる事案が近年増加し、
社会的にも関心を集めています。
また、職場でのモラハラ（いじめや嫌

がらせ）、セクハラによる心身の不調も
問題となっています。



１．１ ストレスのサイン

● 心理面のサイン
・情緒的反応
不安､イライラ､恐怖､落ち込み､緊張､怒り､罪悪感､感情鈍麻､孤独感､疎外感､無気力など。

・心理的機能の変化
集中困難、思考力低下、短期記憶喪失、判断・決断力低下など。

● 行動面のサイン
・怒りの爆発、けんかなどの攻撃的行動、過激な行動、泣く、引きこもり、孤立、拒食・
過食、幼児返り、チック、吃音、ストレス場面からの回避行動など。

● 身体面のサイン
・動悸、異常な発熱、頭痛、腹痛、疲労感、食欲の減退、嘔吐、下痢、のぼせ、めまい、
しびれ、睡眠障害、悪寒による震えなど。

⚫ ストレス状況において、適切な対処行動がとれない時や、それが効果的でない場合、ス
トレス反応が生じる。（ストレッサーに対する生体の自然な反応）

⚫ ストレス反応は、心理的、行動的、身体的反応として現れる。



頭：円形脱毛症

目：眼精疲労など

口：口内炎など

肺：気管支喘息など

循環器：高血圧、低血圧など

筋肉など：リウマチ、腰痛、

肩こりなど

内分泌系：糖尿病など

皮膚：湿疹、じんま疹、

アトピーなど

耳：耳鳴り、メニエール症

頭・首：頭痛、自律神経失調症

心臓：狭心症発作、不整脈など

肝臓：慢性肝炎など

消化器：胃潰瘍、十二指腸潰瘍、

過敏性腸症候群など

膀胱：頻尿など

生殖器：生理不順、無月経、ＥＤなど

《 ストレスにより身体に現れる症状 》

１．２ ストレスのサイン



２．ストレスとうまくつきあう方法

ストレスへの対処法を活用する

① 積極的な問題解決→直接問題に働きかけるため、問題そのものが解決する。

② 解決のための相談→問題解決のヒントが見つかる。援助が得られたり慰めや励ましで

気持ちが落ち着く。

③ 発想の転換 →自分の受け止め方や考え方をポジティブに変えることで、前向き

な発想が生まれる。

④ 気分転換・リラクセーション →問題が長期化したり対処が難しい場合に効果的。

⑤ 人に感情をぶつける →気分がすっきりしたり頭の整理ができることが多い。

⑥ 我慢する・問題を先送りにする→対処が難しい場合や懸案事項が山積みの場合に、必

要以上に負担を感じることを避けられる。時間が解

決してくれる場合もある。

ストレスが起きるメカニズムを理解する

ストレス反応は心身の自然な防御反応であり、対処可能なものであることを理解する。

ストレス反応（心・行動・身体）ストレッサー 認知的評価/対処能力



●健康診断

一般健康診断（１回/１年） 全職員

特別健康診断 特定化学物質健康診断（１回/６月）

有機溶剤健康診断（１回/６月）

電離放射線健康診断（１回/６月） 作業従事者のみ

情報機器作業従事職員健康診断（１回/１年）

オペレーター健康診断（１回/１年）

●ストレスチェック
オンライン/紙媒体（１回/１年） 原則全職員

健康診断・医師による面接指導等について

●医師による面接指導

長時間労働者 １カ月45時間以上の時間外労働を行った職員

長時間労働者に準じる者 ３カ月で100時間以上の時間外労働を行った職員

疲労の蓄積等が認められ、健康上の不安を有し、医師

による面接指導を希望する職員（申し出た職員）

ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸで指定された者 高ストレス判定で産業医から要面接指導とされた職員

●相談窓口

苦情相談窓口（本所人事課・各場総務課） ＝ セクハラ・パワハラ、日常の苦情相談



職場の安全 家族の安心
災害ゼロは みんなの願い

こころにゆとり からだに余裕
みんなでつくる 健康職場


